
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22001122 年年 1122 月月  TTEENNRRIIKKYYOO  第第 221144 号号  
 

天理教陽平分教会 

出雲市平田町7638 

0853-63-2806 

11 日（土） 陽 平 例祭 

12 日（日） 青年会 ハートクリーンキャンペーン 

15 日（水） 雲 陽 例祭 

10 日（月） 檜 岡 月次祭 

15 日（土） 陽 平 月次祭 ・ 役員会議 

20 日（木） 雲 陽 月次祭 ・ 大掃除 

23 日（日） 大教会 本部諭達巡教 

24 日（月） 大教会 月次祭 

26 日（水） おぢば 月次祭・陽平 遥拝式 

1 月 1 日 陽 平 元旦祭 （午前 10 時から） 

1月 5～7日 おぢば お節会 

 

 

おやさとやかた南右第２棟、基礎講座の会場。 

初めて教えを聞く方のための講座です。 

「今年も、お世話になりました。ありがとうございました。」 

早いもので、今年も１２月となりました。 

今年を振り返ると、とにかく暑く、長い夏だったことが、とても印象に残っています。 

しかし、冬になり寒くなると暑さが恋しくなったります。勝手なものですね。 

師走になると、若い頃に聞いた、老齢の先生の話を思い出します。 

「そうじやそうじ。大そうじ。心のほこりも大そうじ。どこの家でも、部屋や庭や車などを

掃除して１年の汚れを落とし、新しい年を気持ちよく迎えます。同じように心の大そうじ

をしましょう。今年も１年、大勢の方にお世話になり、支えて頂いたと感謝し、恩人の方

に、日々に使用する車などの道具に、見守って下さったご先祖様に、そして、お護り下さ

った親神様に、深くお礼を申し上げることが、心のそうじになるんです。」 

なにげない言葉ですが、年を重ねるにつれ、その言葉の意味の深さを感じるようにな

った気がします。 

皆様方には、今年も陽平分教会の上に多大なお力添えを賜り、お陰様で上級、雲陽

分教会へのはたらき、運びも務めることができました。さらに、参拝場の増築と、前会長

夫婦の部屋の改築の際にも大変お世話になり、誠に、ありがとうございました。 

だんだん寒くなってきました。お身体を大切に、元気で、新年をお迎えください。 

教会でも、日々、朝に夕に、神様にお願い申し上げて、お祈り致しております。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22001122 年年 1122 月月  TTEENNRRIIKKYYOO  
 

第第 221144 号号  
 

 

ハハーートトククリリーーンン  

キキャャンンペペーーンン  

日時：１月１３日（日） 

午前１０時から 

場所：医大駐車場  

内容：ゴミ拾い 

一一緒緒にに参参加加ししまませせんんかか？？  

 

おぢば お節会
．．．

 

１月５日（土）～７日（月） 

天理教教会本部 

お節会は、明治時代から続く 

伝統行事。人類の故郷「ぢば」

に帰り、参拝された人々に、元

旦祭に供えられた鏡餅を雑煮

にしてふるまうものです。 

お知らせ 

１２月１５日（土）、 

午後より、陽平分教会

役員会議を予定してい

ます。役員の皆様は、

ご出席下さい。よろしく

お願い致します。 

～ 暮 ら し に 活 き る ～  

お や      こ と ば  

よよくくににききりりなないいどどろろみみづづやや  

こここころろすすみみききれれごごくくららくくやや  

（みかぐらうた 十下り目 四ッ） 

  教祖 中山みき様は、人々が理解しやすいようにと、人の心を水に例えてお教えくだ

さいました。 

「どろみづ（泥水）」とは、あるが上にも、さらにいくらでも欲しい、といった欲にまみれ

た心です。これでは、普段、何不自由のない生活をしていても、あれがほしい、これがほ

しい、ああしてほしい、こうしてほしいと、そのおさまるところは無く、いつまでも不足、不

足の人生となるでしょう。そして、自己中心的な考えから、他人との不和にもなりかねま

せん。 

教祖は、私たちの心を、にごっている泥水から、きれいな澄んだ水に変えるようにと、

お教えくださっています。きれいな澄んだ水とは、満足を知り、周りの人に、楽しんでもら

いたい、喜んでもらいたいといった、明るくたすけあうことのできる心、といえるでしょう。 

そういう心になることができれば、たとえ衣・食・住などに少し不自由があったとして

も、決して不足することはなく、喜びづくめの陽気な心で生活するこができるでしょう。そ

してさらには、親神様の先回りのご守護を頂き、物事や人生が、明るく開けていくにちが

いありません。 

心の浄水方法は、おつとめをつとめることに始まります。教会に足を運び、おつとめを

つとめて、親神様の心に添った生き方を心がけましょう。 


